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Y O S A N O広報よさの



左／起業検討中の受講者を中心に、真剣な眼差しで講義を聴講（８月 27 日）。　中・右／板書による図解を交えた中村氏による熱の入った講演（８月 21 日）。

人
財
育
成
＝
未
来
づ
く
り

昨
年
度
、
本
格
始
動
し
た
よ
さ
の
み

ら
い
大
学
。
よ
さ
の
み
ら
い
大
学
は
、

人
や
地
域
が
輝
き
「
老
若
男
女
が
イ
キ

イ
キ
す
る
与
謝
野
町
」
で
あ
り
つ
づ
け

る
た
め
、
地
域
を
愛
し
多
様
性
を
認
め

合
う
中
で
、新
し
い
モ
ノ
や
コ
ト
を「
創

出
す
る
場
」
の
提
供
と
し
て
、
与
謝
野

町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦

略
（
以
下
、「
総
合
戦
略
」）
で
挙
げ
る

４
つ
の
目
標
の
基
礎
を
担
う
重
要
な
施

策
と
位
置
づ
け
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
を
根
幹
に
、
４
つ
の
基
本
目
標
を

挙
げ
て
、
今
後
の
与
謝
野
町
に
資
す
る

事
業
な
ど
を
戦
略
的
に
平
成
27
年
度
か

ら
の
５
年
間
実
施
す
る
た
め
の
計
画
で

す
。
町
で
は
、
町
を
担
う
の
は
第
一
に

「
人
」
で
あ
り
、
町
民
や
与
謝
野
町
に

関
わ
り
を
持
つ
人
な
ど
を「
町
の
財
産
」

と
考
え
、
人
財
を
育
成
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
よ
さ
の
み
ら
い
大
学

に
お
い
て
も
、
そ
の
基
本
的
方
針
は
変

更
せ
ず
、
昨
年
度
よ
り
も
総
合
戦
略
の

全
体
に
資
す
る
内
容
と
な
る
よ
う
各
講

座
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

民
の
発
想
＝
民
の
要
望

よ
さ
の
み
ら
い
大
学
で
は
、
民
間
発

想
（
企
画
内
容
）
は
民
の
要
望
（
ニ
ー

ズ
）
を
的
確
に
捉
え
る
も
の
と
考
え
、

企
画
運
営
は
民
間
事
業
者
に
委
託
し
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度

実
績
と
し
て
全
講
座
の
受
講
者
数
が
延

べ
９
０
４
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
本
年

度
も
昨
年
度
同
様
に
、
町
の
事
業
構
想

を
基
に
、
民
間
に
よ
る
自
由
な
発
想
の

企
画
案
を
、
公
民
で
再
度
協
議
し
「
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
コ
ー
ス
」「
地
域
づ
く

り
学
部
」「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
」
の
特
性
に
応
じ
た
テ
ー

マ
で
、
全
16
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

よ
さ
の
み
ら
い
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
各
講
座
の
案
内
お
よ
び
申
し
込
み

受
け
付
け
、
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
講
座

の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
つ
い
て

平
成
30
年
度

特集     よさのみらい大学

よさのみらい大学

●健康であるために必要なこと〔リベラルアーツコース〕／ 地産地食への挑戦〔与謝野ブランド戦略ビジネス学部〕

知識と体験で生活を豊かにするための講座
 8 月 21 日、元気館で身体づくりをテーマにしたリベラルアーツ講座が開催されました。好評であった昨年度講座の応

用編ではあるものの、はじめての方にもわかりやすい内容で、多くの方が食生活から身体の動かし方まで「健康であり続
けるため」の知識を身につけられました。8 月 27 日、28 日には、与謝野ブランド戦略ビジネス学部の連続講座「シェフ・
イン・レジデンス YOSANO」が開催されました。循環農業だけにとどまらない「地産地食」を軸に、「地域で育て、食べ
る」までの農から食への循環をテーマに、講義を含めたディスカッションがおこなわれました。９月 25 日の最終講座では、
全講座をとおしての振り返りとして受講者による今後の取り組みについて発表する予定となっています。

申し込み
問い合せ

T E L：090-9866-0190  （受付時間 / 午前 10 時～午後 6 時）

Mail ：info@yosano-univ.jp （24 時間受付） http://yosano-univ.jp

講 座 案 内

日　時 テーマ 講　師 場　所

リベラル
アーツ

9 月 21 日（金）午後 7 時 ～ 9 時 革新的なサービスを生み出す方法 株式会社西山酒造　西山周三 氏 知遊館

10 月 18 日（木）午後 7 時 ～ 9 時 一番受けたい歴史の授業 日本史学者　呉座勇一 氏 知遊館

■ 各講座の詳細および申し込み、レポートは、よさのみらい大学ホームページから ! ■

公共交通ＴＯＰＩＣＳ

与謝野町では多くの人が自家用車を所有している一方で、高齢者

の自動車運転免許証の自主的な返納が増えています。これは高齢化

に伴い視力や判断力が低下することで運転に不安を覚えた方が免許

を自主的に返納されているものです。今後もますます少子高齢化が

進むと予想されており、返納者は一定数見込まれますが、核家族化

や夫婦共働きの増加により家族による送迎にも限界があるため、代

わりの移動手段の確保はますます重要になっていくと言えます。ま

た、現在は自家用車に乗っていて必要ないと感じる人も、いつかは

運転できなくなる時がきて、公共交通を必要とするかもしれません。

公共交通の厳しい現状

　現在、京都丹後鉄道、丹海バス、コミュニィバスひまわり、日交タクシー

のほか、単独での移動が困難な障害のある方などがご利用できる福祉有償運

送（与謝野町社会福祉協議会運行）といった移動手段がありますが、上限

200 円バスの導入により利用者数の増加した丹海バスも含めて、どれも運賃

収入のみでは経営が厳しい状況となっています。

ますます重要になる公共交通

　鉄道やバスなどの公共交通は、毎日の通勤・通学や通院、お買い物など私たちの生活を支える大切な

移動手段となっています。本格的な少子高齢社会の到来、環境・エネルギー問題などを考えると、その

役割は今後ますます大きくなっていきます。ここでは、そんな公共交通の近況をお知らせします。
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運転免許自主返納支援事業の活用件数

０

一
人
ひ
と
り
の
協
力
が

公
共
交
通
の
維
持
に

つ
な
が
り
ま
す

　
公
共
交
通
を
維
持
・
確
保
し
て
い
く

た
め
に
、
運
行
事
業
者
の
努
力
や
国
、

京
都
府
、
沿
線
市
町
に
よ
る
支
援
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
公
共
交

通
を
利
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
な

こ
と
と
言
え
ま
す
。
　

納
涼
会
の
日
は
通
勤
を
鉄
道
に
変
え

て
み
る
、
買
い
物
に
路
線
バ
ス
で
出
か

け
て
み
る
、
な
ど
機
会
ご
と
に
公
共
交

通
と
い
う
選
択
肢
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
普
段
の
生
活
に
公
共
交
通
を
プ
ラ

ス
す
る
こ
と
で
健
康
づ
く
り
に
繋
が

る
、
環
境
に
優
し
い
、
プ
ロ
に
管
理
さ

れ
た
安
心
・
安
全
な
移
動
が
で
き
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に

も
貴
重
な
出
会
い
や
町
の
魅
力
の
新
発

見
な
ど
、
あ
な
た
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　与謝野町には町を縦断する路線バス

「福知山線」「与謝線」が走っています。

与謝から男山まで 20 ㎞ほどの移動も上

限 200 円で可能です。

　役場の各庁舎を利用するとき、阿蘇

シーサイドパークへのお出かけのとき、

ウィルへの買い物のとき、出張時に与謝

野駅まで移動するときなど、町内の移動

にぜひご利用ください。

路 線 情 報 ／／
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み ん な で 守 ろ う。 公 共 交 通



初 めまして！私の名前はジリアンといいます。加悦
中学校の新しいＡＬＴとしてイギリスのロンドン

からやってきました。皆さんよろしくお願いします。私は
ＡＬＴとして選ばれたこと、与謝野町に派遣されたことを
本当にうれしく思います。
日本に来る前、私はロンドンで、素敵な両親、姉妹、甥、
猫のキティと暮らしていました。昨年、カンタベリーとい
う都市にある大学を卒業し、大学では文
学と歴史について学びました。この２
つの都市は、まるで中世にタイムスリッ
プしたようなお城や教会がたくさんあ
り、歴史が深いという点で京都と似てい
ると思います。
私の趣味は、読書、パン作り、ハイキ
ングなどがありますが、一番の趣味は旅行です。私はこの
町の自然の美しさに驚きました。都会で育ったため、山々
に囲まれている生活は新鮮で、穏やかな気分になります。
また、私は常に新しいことに挑戦したいと思っています。
日本語を勉強するのは大変ですが、日本文化を理解したい
と思うので、がんばって取り組みたいと思います。私は、
大学生のころから、小学生のサマーキャンプ等、子どもた
ちと関わる活動に参加していたので、教育関係の仕事に携
わることができてうれしく思います。
イギリスでは、年間の３分の１は雨が降ります。この記

事を書いている今も雨が降っており、故郷の空を思い出し
ました。しかし、イギリスの夏は日本の夏と比べてとても
涼しいです。日差しは弱く曇りの日が多いので、真夏でも
肌寒い日が続くことがあります。イギリスにも四季があり
ますが、年間を通じて涼しく変化に乏しいので、私は色鮮
やかに変化すると聞く日本の四季を見ることが楽しみです。

イギリスは日本と同じ島国なので、よく魚料理を食べま
す。にしんのパイ、うなぎのゼリーなど
が有名ですが、「フィッシュ＆チップス」
は最も有名で、懐かしく思います。これ
はタラなどの白身魚のフライにジャガ
イモのから揚げを添えたもので、露店な
どで紙に包まれて提供され、お酢や塩を
かけて食べます。世界最初のファスト

フードと言われており、産業革命の時代に考案され、忙し
い労働者階級に人気の食べ物になりました。

先月、私はこの町の花火大会に参加しました。花火は華
やかかつ壮大で、出会った人々は友好的で素晴らしい人た
ちでした。そこで、初めて「たい焼き」を食べました。魚
の形をしているので「フィッシュ＆チップス」を思い出し、
少しうれしくなりました。

与謝野町に私を迎えてくれてありがとうございます。町
で私を見かけたら、ぜひ「こんにちは！」と話しかけてく
ださいね。

A L T リレーコラム ［第 87 回　ロンドンからこんにちは！ by ジリアン・デイビス］ COLUMN

東京研修では、東京オリンピックの
マスコットキャラクターに会いました。

平
成
30
年
滝
地
区
公
民
館
活

動
は
、
男
性
９
人
、
女
性

７
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
区
と
連
携
し
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

毎
年
、恒
例
の
「
社
会
見
学
」「
地

蔵
盆
・
座
禅
会
」「
生
花
教
室
」「
料

理
教
室
」
は
好
評
で
、
参
加
人
数
も

多
く
、
安
定
し
て
い
る
の
で
存
続

し
、
そ
の
ほ
か
に
も
人
数
を
見
込
め

る
「
何
か
」
を
考
え
、
子
ど
も
か
ら

年
配
者
を
対
象
に
と
「
身
近
な
材
料

で
手
軽
に
作
れ
る
お
菓
子
作
り
」
に

決
め
、
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
野
菜
パ
ン
ケ
ー
キ
と
押
し

花
ク
ッ
キ
ー
で
す
。
こ
の
地
域
は
畑

作
り
さ
れ
て
い
る
家
庭
も
多
く
、
季

節
ご
と
の
野
菜
も
身
近
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
手
元
に
あ
る
野
菜
と
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
牛
乳
や
豆

乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
で
ア
レ
ン
ジ
し

て
パ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
き
ま
す
。
押
し

花
ク
ッ
キ
ー
は
消
毒
し
て
い
な
い
季

節
の
食
用
花
（
パ
ン
ジ
ー
、
四
葉
、

よ
も
ぎ
、
バ
ラ
）
を
ア
イ
ロ
ン
で
乾

燥
さ
せ
、
練

砂
糖
を
の
り

代
わ
り
に

し
、
ク
ッ

キ
ー
に
載
せ

る
だ
け
の
簡

単
な
お
菓
子

で
す
。
当
日

公民館訪問［ 第51回　滝地区公民館 ] 

は
、
保
育
園
・
小
学
生
の
親
子
が
お

花
を
う
ま
く
工
夫
し
組
み
合
わ
せ
、

か
わ
い
く
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。今

回
の
活
動
で
は
、
女
性
ス
タ
ッ

フ
に
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
や
留

守
を
預
か
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世
代
に

直
接
声
か
け
を
す
る
な
ど
意
識
し
て

行
動
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
手
軽

に
野
菜
や
冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
る
も

の
の
中
か
ら
簡
単
に
作
れ
る
一
品
で

家
族
団
ら
ん
の
き
っ
か
け
が
で
き
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
ら

れ
な
か
っ
た
独
居
の
方
に
今
日
作
っ

た
お
菓
子
を
届
け
喜
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
当
日
は
32
人
の
参
加
者
が
あ

り
、
世
代
交
流
の
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。

「
お
せ
っ
か
い
だ
け
ど
、
あ
り
が

た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
と

こ
ろ
が
公
（
憩
）
民
館
で
あ
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
会
話
の
あ
る
地
域

社
会
で
あ
る
よ
う
に
、
と
公
民
館
活

動
の
意
義
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。みんなで調理中

お菓子作り教室を開催

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

9 月 20 日はバスの日。この日は日本初のバスが運行された日なの
だそう。バスは電車と並んで特に子どもたちに人気の乗りものです。
人が移動するのに欠かせないこの乗り物に関する本をご紹介します。

発車します～バスの本～

よさのおはなしランドを開催！

与謝野町の図書館や学校などで読み聞かせ活
動に取り組んでいるボランティアグループが集
まり「よさのおはなしランド～ボランティア合
同おはなし会～」が開催されます。ぜひご来場
ください。
■日時　９月 15 日（土）午後２時から
■場所　与謝野町立中央公民館（野田川分室）

今年４月からお願いしている登録情報更新がまだの方は、10 月
１日以降は更新手続きを済ませない限り貸し出しができなくなりま
すので、運転免許証や保険証などの身分証明書をご用意のうえ、図
書館へご来館をお願いします。

なお、９月 30 日を過ぎても更新手続きを済ませれば貸し出しが
できるようになりますので、利用者カードは処分しないようお願い
いたします。

利用者カード登録情報の更新をお願いします！

『やまのバス』
内田麟太郎／村田エミコ／佼成出版社

おくやまゆきのバスは、お客がい
ないので、明日からなくなること
になっていました。しかし、運転
手さんの「だれでもいいからのっ
てくれたら」というつぶやきを
聞いて、思いがけないお客たち
が次々にバスに乗ってきました。
木版画が懐かしく温かい気持ち
になる秋にぴったりの絵本。

『バスを待って』
石田千／小学館

孫に頼まれたケーキを抱え、バスにゆ
られる彼女が車窓からの景色を眺めな
がら思い出すのは亡くなったばかりの
夫のことだった。
他にも高校生、サラリーマン、ＯＬな
ど、年齢も背景も全く違う人々の心情
と町の風景を優しくつづる 20 篇の短
編集です。

一般書 ●『知識ゼロからの京都の古寺入門』
佐々木昇／幻冬舎 ●『世界一シンプルで科学
的に証明された究極の食事』津川友介／東洋経
済新報社 ●『エリア別だから流れがつながる

世界史』祝田秀全／朝日新聞出版 ●『皇后四代の歴史』森暢
平／吉川弘文館 ●『世界5000年の名建築』二階幸恵／エク
スナレッジ  児童書  ●『きんぎょさんとめだかさん』とよた
かずひこ／世界文化社 ●『はりねずみのおいしゃさん』ふく
ざわゆみこ／世界文化社 ●『ＡＩのサバイバル』ゴムドリｃ
ｏ.／朝日新聞出版 ●『絵本版おはなし日本の歴史　全24巻』
金子邦秀／岩崎書店 ●『泥』ルイス・サッカー／小学館

今月の
新着図書

『まほうのバス』
中島和子／江田ななえ／金の星社

長くお客さんを乗せてきたオレンジ
色のバスが、とうとう引退すること
になりました。「そうだ、どこかへい
こう」と、月夜の静まり返った町を
ぬけ、町はずれの山道まで走り続け
たところに出会ったのは、お母さん
とはぐれた子ぎつね。いったいバス
はどこへたどり着くのでしょうか？

Info　　図書館おはなし会

■日時 ９月28日（金） ※毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 77 回「私の生い立ち～嘘～」

[ 加　悦 ]　・９月８日（土） 午前 10 時 30 分～
・10 月 13 日（土） 午前 10 時 30 分～

[ 本　館 ]　・10 月６日（土） 午前 10 時 30 分～
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わ
た
し
た
ち
の
体
内
で
行
わ
れ
て

い
る
消
化
や
吸
収
、
代
謝
の
働

き
は
、
体
内
時
計
に
よ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
日
３
食「
い

つ
」
食
べ
る
か
、「
ど
の
よ
う
に
」
食

べ
る
か
、
こ
の
事
を
考
え
れ
ば
、
体

調
は
整
え
ら
れ
ま
す
。

し
っ
か
り
摂
り
た
い
朝
食

私
た
ち
の
体
内
時
計
は
、
毎
日
朝
の

光
と
朝
食
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
朝

食
を
し
っ
か
り
摂
る
と
、
体
内
時
計
が

整
い
朝
型
に
な
り
、
脳
が
活
性
化
し
、

仕
事
の
効
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
朝
食

の
時
間
が
遅
く
な
る
と
、
体
を
リ
セ
ッ

ト
さ
せ
る
時
間
が
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
、

起
床
後
２
時
間
以
内
に
朝
食
を
摂
る
の

が
理
想
的
で
す
。

朝
食
に
よ
る
体
内
時
計
の
調
整
に
は
、

炭
水
化
物
と
た
ん
ぱ
く
質
の
両
方
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
ご
飯
や
パ
ン
の
単
品
だ
け
で

な
く
、
卵
や
納
豆
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
た
ん
ぱ
く
質
と
一
緒
に
摂
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ

う
。
朝
食
を
抜

く
と
、体
は
眠
っ

た
状
態
で
あ
る

た
め
、
低
体
温

や
だ
る
さ
が
続

き
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
物
が
体
に

入
っ
て
こ
な
い

の
で
自
分
の
筋
肉

を
分
解
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
よ
う
と

し
、
次
に
入
っ
て
き
た
食
べ
物
を
脂
肪

と
し
て
た
め
込
む
傾
向
が
あ
り
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
は
逆
効
果
で
、
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
も
高
め
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
朝
食
は
必
ず
摂
り
ま
し
ょ
う
。

内
臓
が
一
番
活
動
的
な

昼
食
の
時
間

食
べ
物
を
消
化
す
る
胃
は
、
起
床

し
て
か
ら
徐
々
に
活
動
が
活
発
に
な

り
、
お
昼
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
血
糖
値
を
調
整
す
る
す
い
臓
の
働

き
は
、
お
昼
ご
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
活

発
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
に
関
わ
る
肝
臓
は
午
前
中
が
活
動

の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
昼
食
の
時
間

帯
は
、
内
臓
の
働
き
が
そ
ろ
っ
て
活
発

に
な
り
、
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ

れ
や
す
い
時
間
帯
で
す
。
食
べ
る
時
間

は
、
朝
食
か
ら
５
～
６
時
間
後
を
目
安

に
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た

食
事
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
る
時
間
に
注
意
し
た
い
夕
食

朝
食
か
ら
夕
食
ま
で
が
12
時
間
で
収

ま
っ
て
い
れ
ば
、
体
は
持
っ
て
生
ま
れ

た
リ
ズ
ム
で
動
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
夕
食
が
ど
う
し
て
も
21
時
以
降

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
17
～
18

時
ご
ろ
に
軽
い
食
事
を
摂
る
こ
と
で
、

昼
か
ら
の
長
い
血
糖
低
下
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
夜
食
を
多
く
摂
取
し
て
し
ま
う

こ
と
に
よ
る
肥
満
も
予
防
で
き
ま
す
。

夕
食
で
は
、
糖
質
や
脂
質
を
控
え
め

に
し
、
野
菜
中
心
の
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
食
物
繊
維
は
、
脂
質
や
糖
質

の
吸
収
を
抑
え
、
腸
内
環
境
を
整
え
ま

す
。
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
る
根
菜

や
き
の
こ
類
、
海
藻
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、

食
事
の
時
は
先
に
食
物
繊
維
を
含
む
食

材
を
食
べ
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
も
、

健
康
的
な
生
活
の
た
め
に
は
重
要
で
す
。

体
内
時
計
の
働
き
で
、
私
た
ち
の
体

健
康
的
な
食
事
と
い
う
と
、「
何
を
」「
ど
れ
だ
け
」
食
べ
る
か

と
い
う
事
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
近
年
は
私
た
ち
の
体
の
中
に
あ

る
時
計
、
つ
ま
り
体
内
時
計
か
ら
考
え
ら
れ
た
栄
養
学
に
基
づ
き
、

「
い
つ
」「
ど
の
よ
う
に
」
食
べ
る
か
の
視
点
を
加
え
た
食
事
法
で

あ
る
「
時
間
栄
養
学
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
夕
食
の
時
間
帯
に
食
べ
た
も
の
を

脂
肪
と
し
て
体
に
蓄
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
夕
食
の
量
が

多
い
人
は
太
り
や
す
く
、
体
内
時
計
が

乱
れ
て
夜
型
に
な
り
が
ち
で
す
。
食
事

の
量
は
、
で
き
れ
ば
「
朝
４
‥
昼
３
‥

夜
３
」
の
比
率
が
理
想
で
す
が
、
難
し

け
れ
ば
「
朝
３
‥
昼
３
‥
夜
４
」
で
摂

る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

間
食
を
食
べ
る
な
ら

　
時
ご
ろ
が
お
す
す
め
で
す

過
度
の
間
食
は
、
栄
養
が
偏
っ
た
り

肥
満
に
つ
な
が
る
原
因
と
な
り
ま
す
が
、

適
量
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
ほ
か
、

気
分
転
換
や
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど
精
神

面
で
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

15
時
ご
ろ
を
目
安
に
間
食
を
摂
取
す
る

と
、
食
べ
た
も
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
代
謝
さ
れ
や
す
く
、
太
り
に
く
い
と

い
え
ま
す
。
１
日
２
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
程
度
の
量
で
、
で
き
れ
ば
３
回
の

食
事
で
と
り
に
く
い
栄
養
素
を
補
う
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
注
意
し
た
い
の
が
飲
み
物
で

す
。
水
や
お
茶
以
外
の
清
涼
飲
料
水
に

は
、
思
い
の
ほ
か
カ
ロ
リ
ー
や
糖
分
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
炭

酸
飲
料
や
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
間
食

に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

15

健やか広場　　時間栄養学について

第
３
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
！

～
第
25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
結
果
報
告
～

８
月
５
日
、
京
都
府
立
丹
波
自

然
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
第

25
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
で

与
謝
野
町
消
防
団
第
３
分
団
（
山

田
）
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
お

い
て
見
事
優
勝
（
与
謝
野
町
消
防

団
に
と
っ
て
３
大
会
ぶ
り
２
度

目
）の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
10
分
団
（
与
謝
）
が
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
お
い
て
、

６
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

優秀選手賞に与謝野町から２人が選出！

大
会
は
、
士
気

の
旺
盛
さ
と
規
律
、

そ
し
て
迅
速
か
つ

的
確
な
機
械
操
作

で
放
水
し
、
い
か

に
早
く
適
切
な
動

き
で
標
的
を
倒
す

こ
と
が
で
き
る
か

が
競
わ
れ
ま
し

た
。
府
内
26
市
町

村
の
消
防
団
員
と

消
防
職
員
な
ど
約

１
５
０
０
人
が
集

い
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
内

の
気
温
が
35
度
を
超
え
、
立
っ
て

い
る
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
の

過
酷
な
環
境
の
中
で
両
分
団
は
、

連
日
続
い
た
猛
暑
の
中
の
長
期
間

に
わ
た
る
厳
し
い
訓
練
で
培
っ
た

技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
非
常

に
高
度
で
素
晴
ら
し
い
操
法
を
展

開
し
ま
し
た
。
府
内
屈
指
の
消
防

団
と
し
て
注
目
さ
れ
る
中
で
「
与

謝
野
町
消
防
団
こ
こ
に
あ
り
」
の

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

訓練を重ね迎えた京都府大会。ポンプ車操法の部に
出場した第 3 分団は、確実かつ迅速な操法を披露し
京都府 1 位に輝きました。

大
会
に
出
場
し
た
両
分

団
の
要
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ま
た
、
各
番
手
に
お
い

て
最
も
優
れ
た
選
手
に
対

し
て
贈
ら
れ
る
優
秀
選
手

賞
に
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
指
揮
者
の
山
﨑
政
樹
班

長
（
第
３
分
団
）、
３
番

員
の
荒
尾
弘
太
団
員
（
第

３
分
団
）
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

《
第
３
分
団
要
員
》

■
指
揮
者　
山や

ま
ざ
き﨑　

政ま
さ

樹き

（
優
秀
選
手
賞
受
賞
）

■
１
番
員　
松ま

つ
も
と本　

翔し
ょ
う馬ま

■
２
番
員　
牛う

し
田だ　
遼り

ょ
う治じ

■
３
番
員　
荒あ

ら
尾お　
弘こ

う
太た

（
優
秀
選
手
賞
受
賞
）

■
４
番
員　
川か

わ
む
ら村　

雄ゆ
う

二じ

《
第
10
分
団
要
員
》

■
指
揮
者　
井い

﨑ざ
き　
崇た
か
し

■
１
番
員　
西に

し
は
ら原　

康こ
う
へ
い平

■
２
番
員　
渋し
ぶ
た
に谷　
悠ゆ
う
す
け介

■
３
番
員　
和わ

だ田　
一か

ず
真ま

　
与謝野町消防団では、若い団員の増加を目指して積極的に新入団員を募集しています。地

域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わず、地域に密着し町民の安全
と安心を守る重要な役割です。消防団員は、町内に居住し、18 歳以上で健康な方であれば
どなたでも入団できます。

あなたも消防団員として活動してみませんか？  　　　　　問　防災安全課　☎ 43-9011

求む！
消防団員

左／第 3 分団によるポンプ車操法　中・右／第 10 分団による小型ポンプ操法

がんばってます！消防団 編集 ● 団本部
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８月２日に行われた街頭啓発の様子

人権街頭啓発を実施しました
問　住民環境課 ☎ 43-9030

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、京
都
府
で
は
８
月
を「
人

権
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。与

謝
野
町
で
は
８
月
２
日
に

フ
レ
ッ
シ
ュ
バ
ザ
ー
ル
野
田
川

店
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
皆
さ
ん
と
街
頭
啓
発
を
行

い
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

お
悩
み
解
決
の
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
人
権
相
談

窓
口
の
電
話
番
号
入
り
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
物

品
を
、
買
い
物
に
訪
れ
た
方
々

に
手
渡
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
、

女
性
や
子
ど
も
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※グラフの医療費は医療機関で診療を受けた医療費の総額であり国保負担額と自己負担額の合計です。また、後期高齢者医療制度加入者分は含みません。

220,000

240,000

280,000

320,000

360,000

400,000

268,566

317,030

302,387 298,545

277,131273,962

246,237
236,144

319,044

373,174

H20年度H19年度H18年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H26年度H25年度 H27年度 H28年度

350,179

H29年度

5,500

6,500

7,500

8,500

9,500

単位：円 単位：人
：被保険者数
：一人当たり医療費

8,919 8,811
8,592 8,446

8,219
7,823

7,482

7,069 6,790
6,484

6,130
5,581

385,256

与謝野町国保の被保険者数と 1 人当たり医療費の動向

問　福祉課 ☎ 43-9021

平成30年７月豪雨災害募金活動の報告が行われました

８
月
７
日
に
加
悦
谷
高
校
生
徒
会
の

水み
ず
か
み上
聖と
し
ひ
ろ博
君
（
弓
木
）
と
浪な
み
江え

琳り
ん
華か

さ

ん
（
算
所
）
が
、
ま
た
８
月
20
日
に
は

石
川
地
区
に
あ
る
ラ
ー
メ
ン
店
・
麺
家

チ
ャ
ク
リ
キ
の
店
長
東ひ

が
し
や
ま山

浩ひ
ろ
ゆ
き幸

さ
ん

（
石
川
）
が
役
場
を
訪
問
さ
れ
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
支
援
と
し
て
行
っ
た
募
金
活
動
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
悦
谷
高
校
で
は
、
被
災
地
の
早
い

復
興
の
た
め
に
と
水
上
君
、
浪
江
さ
ん

を
含
む
生
徒
会
27
人
が
協
力
し
、
学
校

内
や
地
元
ス
ー
パ
ー
で
７
日
間
に
わ

た
り
義
援
金
募
金
活
動
を
行
い
、
計

11
万
８
８
２
円
の
義
援
金
が
集
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
い
た
だ
い
た
義
援
金
の

半
額
分
と
な
る
５
万
４
４
１
円
は
日
赤

京
都
府
支
部
を
通
じ
被
災
地
に
送
る
こ

と
と
し
、
残
り
の
半
額
分
５
万
４
４
１

円
に
つ
い
て
は
与
謝
野
町
災
害
対
策
本

部
義
援
金
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

加悦谷高校生徒会、麺家チャクリキが義援金募金活動を実施

麺
家
チ
ャ
ク
リ
キ
で
は
、
姉
妹
店

で
あ
る
天
橋
立
く
じ
か
ら
ラ
ー
メ
ン

（
宮
津
市
）
と
限
定
ラ
ー
メ
ン
を
通

じ
た
募
金
活
動
を
行
い
、
両
店
で
計

13
万
３
１
０
２
円
の
義
援
金
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
通
常
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い

限
定
ラ
ー
メ
ン
を
無
料
で
提
供
し
、「
お

気
持
ち
」
と
し
て
お
客
さ
ん
か
ら
集
め

ら
れ
た
今
回
の
義
援
金
。「
ラ
ー
メ
ン
を

通
し
て
、
被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
に
元

気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
東
山
さ

ん
は
話
し
、
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
両

店
が
あ
る
与
謝
野
町
と
宮
津
市
に
寄
付

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
麺
家
チ
ャ
ク
リ
キ

で
集
ま
っ
た
義
援
金
６
万
６
２
２
９
円

が
東
山
さ
ん
か
ら
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

加
悦
谷
高
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
そ

し
て
麺
家
チ
ャ
ク
リ
キ
の
活
動
を
お
伝

え
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対

し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「与謝野町を含め被災地の復興の力になれば
うれしいです」と水上君、浪江さんから町長
に義援金が手渡されました。

「限定ラーメンを食べていないお客さんから
も多くの募金をいただきました」と東山さん。
町長へ義援金を手渡されました。

問　商工振興課 ☎ 43-9012

「ひらく織実行委員会」が発足！

産
業
政
策
「
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事

業
」
の
一
環
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物

業
の
次
世
代
の
担
い
手
育
成
を
目
的
と
し

た
「
ヨ
サ
ノ
オ
ー
プ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
「
ひ
ら
く
織
～

産
地
交
流
か
ら
始
め
る
日
本
の
繊
維
産
業

の
強
化
～
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

産
地
交
流
事
業
に
取
り
組
み
、
若
手
事
業

者
が
兵
庫
県
西
脇
市
や
岡
山
県
倉
敷
市
な

ど
の
繊
維
産
地
を
訪
問
し
、
関
係
者
と
の

交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
参
加
事
業
者
の

新
た
な
挑
戦
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、

交
流
の
様
子
を
発
信
す
る
サ
イ
ト
「
ひ
ら

く
織
」（http://yosano-branding.jp/

opentextile/

）
を
見
た
東
京
の
専
門
学

校
生
が
昨
秋
に
与
謝
野
町
を
訪
れ
、
今
春

か
ら
町
内
織
物
事
業
者
の
も
と
で
修
行
を

は
じ
め
る
な
ど
、
産
地
に
新
た
な
息
吹
が

吹
き
込
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
加
速
さ
せ

る
た
め
、
８
月
１
日
、
一
般
公
募
で
募
っ

た
織
物
事
業
者
９
社
と
関
係
機
関
に
よ

り
「
ひ
ら
く
織
実
行
委
員
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
与
謝
野
町
商
工
会
で
行
わ
れ
た

第
１
回
会
議
で
は
、
持
続
可
能
な
織
物
産

地
を
支
え
る
人
材
育
成
と
丹
後
産
地
と

の
「
関
係
人
口
」
を
増
や
す
事
業
と
し
て
、

国
内
外
の
繊
維
産
地
と
の
交
流
事
業
、「
ひ

ら
く
織
」
を
活
用
し
た
情
報
発
信
事
業
、

産
地
発
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
等
に
つ
い

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

次世代の担い手による持続可能な織物産地づくり

【委員構成】　※ 順不同、敬称略
■ 実行委員長　髙

たかおか
岡　徹

とおる
（髙美機業場）　■ 副実行委員長　羽

は が
賀　信

のぶひこ
彦（羽賀織物）

■ 委員　今
いま

井
い

　信
しんいち

一（今井整経所）、今
いま

井
い

　裕
ゆう

二
じ

（今井織物（株））、梅
うめ

田
だ

　幸
こうすけ

輔（（有）
梅徳機業場）、小

こ
池
いけ

　聖
せい

也
や
（小池織物）、原

はら
田
だ

　美
み ほ

帆（ＰＡＲＡＮＯＭＡＤ）、堀
ほり

井
い

　健
けん

司
じ
（堀

井織物工場）、渡
わたなべ

邉　正
まさ

輝
てる

（（株）ワタマサ）、安
やす

田
だ

　和
かず

司
し

（与謝野町商工会機業部）、西
さい

馬
ば

　良
よし

樹
き

（丹後織物工業組合）、徳
とくもと

本　幸
ゆきひろ

紘（京都府織物・機械金属振興センター）
■ 事務局　与謝野町商工振興課、与謝野町商工会

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

加
入
す
る
方
が
必
要
と
す
る
医
療

を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
仕
組
み

で
あ
り
、
こ
の
制
度
を
維
持
す
る

の
は
一
人
ひ
と
り
の
支
え
合
い
に

よ
り
ま
す
。

近
年
の
医
療
費
は
、
医
療
の
高

度
化
や
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
に

よ
り
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
あ

ら
ゆ
る
医
療
費
対
策
が
実
施
、
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
与
謝
野
町

で
も
同
様
に
医
療
費
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
安
定
的
な
国
保
運
営
に

向
け
、
み
な
さ
ま
に
も
医
療
の
適

正
受
診
と
必
要
な
保
険
税
の
納
付

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
国
保
の
被
保
険
者

数
と
医
療
費
の
状
況

与
謝
野
町
国
保
に
つ
い
て
は
、

年
々
加
入
者
が
減
る
一
方
、
一
人

あ
た
り
医
療
費
に
つ
い
て
は
増
加

し
て
お
り
平
成
28
年
度
の
与
謝
野

町
国
保
加
入
者
一
人
あ
た
り
医
療

費
は
、
平
成
27
年
度
と
比
較
し
約

３
万
５
０
０
０
円
の
増
加
、
平
成

18
年
度
か
ら
は
約
15
万
円
も
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
与
謝
野
町
国
保
の

医
療
費
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て

は
、
入
院
に
係
る
医
療
費
の
増
加

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も

医
療
の
高
度
化
や
高
齢
化
に
よ
り

医
療
費
の
上
昇
傾
向
は
避
け
ら
れ

な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

与
謝
野
町
国
保
財
政
の
状
況

国
保
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
の

は
、
基
本
的
に
国
保
加
入
者
に
納

付
い
た
だ
く
国
保
税
と
国
等
の
補

助
金
で
す
。
近
年
の
与
謝
野
町
国

保
で
は
、
国
保
税
と
補
助
金
で
医

療
費
を
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
こ
れ

ま
で
積
み
立
て
て
き
た
基
金
（
貯

金
）
を
取
り
崩
し
た
り
、
一
般
会

計
か
ら
の
財
政
支
援
（
繰
入
金
）

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
を
運
営
し

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
将

来
の
国
保
運
営
を
見
据
え
る
と
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
与
謝
野
町
の
国

保
税
は
、
国
保
の
広
域
化
（
都
道

府
県
化
）
に
伴
う
国
の
補
助
金
の

拡
大
等
も
あ
り
、
平
成
29
年
度
比

で
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
、
医
療

費
の
動
向
等
に
よ
り
国
保
税
の
引

き
上
げ
等
を
検
討
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

与謝野町国民健康保険の状況について
与謝野町国民健康保険からのお知らせ 保健課 ☎ 43-9022問
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自衛官等募集の案内について

募集種目 年齢資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 27 歳未満の方 常時受付 ９月 24 日（月）、25 日（火）

防衛大学校（１次試験）

高卒等（見込含）21歳未満の方
９月５日（水）

～
28 日（金）

11 月３日（土）、４日（日）

防衛医科大学校 看護学科学生（１次試験） 10 月 20 日（土）

防衛医科大学校 医学科学生（１次試験） 10 月 27 日（土）、28 日（日）

自衛隊では下記日程で自衛官等の試験を実施しています。詳しくは自衛隊京丹後地域事務所までお問い合わせください。

問　自衛隊京丹後地域事務所　☎ 0772-64-2498問

委員に委嘱状が交付されました

与謝野町大規模小売店舗立地検討委員会を開催！
問　商工振興課 ☎ 43-9012

与
謝
野

町
で
は
、

大
規
模
小

売
店
舗
立

地
法
に
基

づ
く
届
出

が
あ
っ
た

場
合
、
与

謝
野
町
大

規
模
小
売
店
舗
立
地
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
立
地
予
定
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持

お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
見
地
か
ら
意
見
を

ま
と
め
、
町
長
に
提
言
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

７
月
12
日
、
野
田
川
庁
舎
に
お
い
て
、

石
川
地
域
に
立
地（
移
動
）予
定
の（
仮
称
）

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
与
謝
野
店
に
係
る
第
１
回

目
の
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会

議
で
は
、
委
嘱
状
の

交
付
、
会
長
選
出
後
、

（
仮
称
）
ケ
ー
ズ
デ
ン

キ
与
謝
野
店
に
係
る

生
活
環
境
へ
の
影
響

等
を
協
議
し
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ま
に

は
、
町
長
へ
の
提
言
、

京
都
府
へ
の
意
見
書

提
出
ま
で
の
間
を
任

期
と
し
て
、
お
世
話

に
な
り
ま
す
。

【委員構成】 　※ 順不同、敬称略
■ 会長　小

お ば せ
長谷　建

たつる
　　■ 職務代理　伊

だ て
達　良

りょう
一
いち

■ 委員　吉
よし

田
だ

 伸
しん

吾
ご

、安
やす

田
だ

 善
よしかず

一、廣
ひろ

野
の

 仁
ひと

志
し

、岡
おかもと

本 勝
しょう

司
じ

、
浪
なみ

江
え

 勝
かつあき

明、武
たけ

田
だ

 民
たみ

子
こ

、宮
みやざき

﨑 竜
たつ

也
や

 

■奨励事業所の要件

業種または事業 投下固定資産額 雇用者の数

地域の農林水産資源を活用する製造業または製造業に
属する事業に類する事業のうち農業に属する事業 500 万円以上

与謝野町に住
所を有する者

（以下「町民」
という）の正
規雇用者２人
以上の増加

前欄に定めるものを除く製造業または製造業に属する
事業に類する事業のうち農業に属する事業を除く事業

1,000 万円以上

自然科学研究所

道路貨物運送業

倉庫業

運輸に附帯するサービス業

宿泊業・飲食サービス業

情報関連産業 300 万円以上

その他町長が別に認める産業 町長が別に定める額

問　商工振興課 ☎ 43-9012

企業立地促進条例を改正しました

企
業
立
地
促
進
条
例
は
、
与
謝

野
町
内
の
企
業
立
地
を
促
進
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
事

業
所
等
の
設
置
を
容
易
に
し
て
、

産
業
振
興
、
与
謝
野
町
の
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
産
業
振
興
、
企
業
立

問　商工振興課 ☎ 43-9012

生産性向上特別措置法に基づく導入促進基本計画を策定！

与
謝
野
町
で
は
、
生
産
性
向
上

に
向
け
た
中
小
企
業
者
等
の
設
備

投
資
を
促
進
す
る
た
め
、
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
（
平
成
30
年
６

月
６
日
施
行
）
に
基
づ
く
「
導
入

促
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
平

成
30
年
７
月
19
日
付
け
で
国
か
ら

同
意
を
得
ま
し
た
。

「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」
の

申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
者

の
方
は
、
申
請
書
類
お
よ
び
経
営

革
新
等
支
援
機
関
（
商
工
会
、
金

融
機
関
等
）
が
発
行
す
る
確
認
書

を
商
工
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、「
先
端
設
備
等
導

入
計
画
」
を
作
成
し
、
町
の
認
定

を
受
け
た
事
業
者
は
、
固
定
資
産

税
の
特
例
措
置
、
国
の
各
種
補
助

金
（
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス
補

助
金
等
）
の
優
先
採
択
、
金
融
支

援
（
保
証
枠
の
拡
大
等
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
計
画
概
要
】

●
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
…
中

小
企
業
等
経
営
強
化
法
第
２
条
第

１
項
に
規
定
す
る「
中
小
企
業
者
」

●
労
働
生
産
性
に
関
す
る
目
標
…

年
平
均
３
％
以
上
向
上
す
る
こ
と 

●
対
象
地
域
…
町
内
全
域 

●
対
象
事
業
・
業
種
…
全
て
の
事

業
お
よ
び
業
種 

●
導
入
促
進
基
本
計
画
の
期
間
…

国 

が
同
意
し
た
日
か
ら
３
年
間

（
平
成
30
年
７
月
19
日
～
平
成
33

年
７
月
19
日
）

●
先
端
設
備
等
導
入
計
画
の
計
画

期
間
…
３
年
間
、
４
年
間
、
５
年

間
の
い
ず
れ
か

■奨励措置

区　分 交付額

奨励金 奨励事業所等の初めての投下固定資産に対する固定資産税の対象年度を初年度として、5
年以内の間の当該事業所等に係る固定資産税に相当する額を限度とし、予算の範囲内の額。

助成金 投下固定資産の取得費の 5％以内の額 (2,000 万円を限度とする )

雇用奨励金
※今回新設された区分

奨励事業所等の新設等に伴い増加した町民の正規雇用者数に 70 万円を乗じて得た額 (500
万円を限度とする )

利子補助金
奨励事業所等の設置に必要な投下固定資産のうち、公的機関および一般金融機関の貸付
金で特に町長が認めた 5 年以上の長期借入金に対し、年利率 1％以内の額 ( 当該額が年額
200 万円を超えるときは 200 万円とする ) を限度とし、予算の範囲内の額 ( 操業開始の日
から 5 年以内の間交付するものとする )。

■固定資産税の特例を受けるための要件

対象者 資本金額 1 億円以下の法人、従業員数 1,000 人以下の個人事業主等のうち、先端
設備等導入計画の認定を受けた者（大企業の子会社を除く） 

対象設備

生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均１% 以上向上する下記の設備
【減価償却資産の種類（最低取得価格 / 販売開始時期）】
●機械装置（160 万円以上 /10 年以内）
●測定工具および検査工具（30 万円以上 / ５年以内）
●器具備品（30 万円以上 / ６年以内）
●建物附属設備（60 万円以上 /14 年以内）

取得時期 計画認定後から平成 33 年 3 月 31 日

そ の 他 生産、販売活動等のように直接供されるものであること / 中古資産でないこと 　
※ 家屋と一体となって効用を果たすものを除く

【
固
定
資
産
の
特
例
措
置
】

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
設
備
を

導
入
し
た
場
合
、
該
当
す
る
償
却

資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
が
３
年

間
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。（
工
業
会

証
明
書
が
必
要
で
す
） 注：固定資産税の特例を受ける際には、計画認定後に税務申告が必要となります。詳細は税務課（☎ 43-9020）までお

問い合わせください。

※先端設備等導入計画の申請・認定前までに「工業会等による証明書」が取得できなかった場合でも、先端設備等導入

計画認定後から固定資産税の賦課期日（1 月 1 日）までに「工業会等による証明書」と「先端設備等にかかる誓約書」

を提出することで特例を受けることが可能です。

地
の
促
進
お
よ
び
雇
用
促
進
の
立

場
か
ら
、
立
地
企
業
（
奨
励
事
業

所
）
に
対
す
る
奨
励
措
置
と
し
て
、

雇
用
奨
励
金
メ
ニ
ュ
ー
を
創
設
し

ま
し
た
。

本
条
例
の
適
用
さ
れ
る
奨
励
事

業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 30 年７月末現在

まちのうごき

人　口 21,909 人（－ 36）

　男　 10,463 人（－ 18）

　女　 11,446 人（－ 18）

世帯数 9,117 戸（＋３）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、７月 16 日から８月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

薬物乱用は

「ダメ。ゼッタイ。」

薬物乱用は、周囲の
人から誘われて、好
奇心や興味本位で手
を染めるケースが多
く見られます。
薬物乱用に対する理
解を深め、絶対に手
を出さないという自
覚が大切です。

町 政  News & Information

問　商工振興課 ☎ 43-9012

地域おこし協力隊通信 34
養蚕等従事担当　元林 謙治 隊員

も
と
ば
や
し

養
蚕
等
従
事
担
当
と
し
て
、
与

謝
野
シ
ル
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
元
林
謙け

ん治じ

と
申
し
ま
す
。
７
月
11
日
に
着
任

し
、
す
ぐ
に
１
ヵ
月
程
兵
庫
県
丹

波
市
へ
養
蚕
研
修
に
行
っ
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
与
謝
野
町
に
来
た

ば
っ
か
り
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
養
蚕
等
従
事
担
当
と
し

て
初
め
て
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

通
信
へ
の
寄
稿
で
す
が
、
初
回
は

夏
の
間
に
行
っ
て
き
ま
し
た
養
蚕

の
研
修
の
様
子
と
、
８
月
末
か
ら

の
本
格
的
な
養
蚕
（
晩
秋
養
蚕
）

の
た
め
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

養
蚕
研
修
は
７
月
13
日
か
ら
８

月
７
日
ま
で
、
丹
波
市
の
春
日
町

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
染
織
工
房

こ
お
り
舎
を
営
む
養
蚕
家
で
あ
り

絹
織
物
作
家
の
原
田
雅
代
さ
ん
の

も
と
、
み
っ
ち
り
稚ち

蚕さ
ん

（
ふ
化
後

の
小
さ
い
蚕
）
か
ら
収

し
ゅ
う

繭け
ん

（
繭
の

収
穫
）
ま
で
一
連
の
養
蚕
の
流
れ

を
体
当
た
り
で
学
び
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
桑
の
と
り
方
や
桑

園
の
管
理
方
法
、稚
蚕
と
壮そ

う
蚕さ
ん（
成

長
し
て
大
き
く
な
っ
た
蚕
）
の
育

て
方
、
上

じ
ょ
う

蔟ぞ
く

（
蚕
の
繭
づ
く
り
の

準
備
）・
収
繭
の
や
り
方
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
今
年
の
猛
暑
の

影
響
で
お
蚕
さ
ん
た
ち
も
相
当
ひ

ど
く
夏
バ
テ
し
て
お
り
、
養
蚕
の

結
果
と
し
て
は
あ
ま
り
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
逆

に
研
修
の
学
び
と
し
て
は
、
温
湿

度
管
理
の
重
要
性
や
桑
の
葉
の
状

態
が
お
蚕
さ
ん
た
ち
の
成
長
に
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
影
響
を
与
え
る
か

な
ど
多
く
の
貴
重
な
知
恵
を
師
匠

の
原
田
さ
ん
よ
り
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は

蚕
に
対
し
て
な
ん
の
感
情
も
な

か
っ
た
で
す
が
、
や
り
始
め
る
と

不
思
議
な
も
の
で
い
つ
の
間
に
か

親
し
み
を
込
め
て
「
お
蚕
さ
ん
」

と
自
然
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
ほ

ど
、
愛
情
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
た
研
修
の

話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
養
蚕

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
お
蚕
さ
ん
た
ち
を
数

え
る
単
位
を
ご
存
知
で
す
か
？　

昆
虫
な
の
で
１
匹
２
匹･･･

と
数

え
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
般
的

に
養
蚕
で
飼
わ
れ
る
蚕
は
家
畜
な

の
で
、
１
頭
２
頭･･･

と
数
え
ま

す
。
そ
う
、
養
蚕
は
畜
産
の
一
つ

な
の
で
す
。
牛
や
鶏
な
ど
と
同
じ

よ
う
に
蚕
は
長
い
年
月
を
か
け
人

の
手
で
交
雑
・
品
種
改
良
が
行
わ

れ
、
人
間
の
助
け
が
な
い
と
生
き

て
い
け
な
い
生
き
物
に
な
り
ま
し

た
（
野
生
の
蚕
は
除
く
）。

蚕
の
一
生
は
約
１
ヵ
月
半
と
せ

み
や
蝶
な
ど
と
同
じ
く
短
い
一
生

で
す
。
全
部
で
４
回
脱
皮
を
繰
り

返
し
、
繭
を
作
っ
て
さ
な
ぎ
に
な

り
、羽
化
し
て
成
虫
と
な
り
ま
す
。

脱
皮
を
す
る
と
齢
（
と
し
）
が
増

え
ま
す
。ふ
化
し
た
時
が
１
齡レ

イ
で
、

さ
な
ぎ
に
な
る
時
が
５
齡
で
す
。

こ
の
よ
う
に
短
い
一
生
な
の

で
、
養
蚕
は
１
年
間
で
６
回
程
可

能
で
す
。
６
回
の
時
期
は
ざ
っ
く

り
と
、
春
蚕
（
５
月
）・夏
蚕
（
６

月
）・初
秋
蚕（
７
月
）・
晩
秋
蚕（
９

月
）・
晩
々
秋
蚕
（
10
月
）・
初
冬

蚕
（
11
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蚕
は
寒
す
ぎ
て
も
暑
す
ぎ
て
も
う

ま
く
育
た
な
い
た
め
、
寒
い
冬
と

一
番
暑
い
８
月
は
避
け
て
い
る
よ

う
で
す
。
６
つ
の
時
期
の
な
か
で

一
番
繭
の
で
き
が
良
い
の
が
、
春

の
新
芽
を
食
べ
る
春
蚕
。
次
に
で

き
が
良
い
の
が
秋
の
初
め
の
晩
秋

蚕
で
す
。

８
月
末
か
ら
与
謝
野
町
で
の

本
格
的
な
養
蚕
が
始
ま
り
ま
す
。

Facebook

の
方
で
も
積
極
的
に

養
蚕
の
様
子
を
発
信
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

■
与
謝
野
シ
ル
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
協
議
会Facebook

↓
↓

https://w
w

w
.facebook.com

/
yosanosilkproject/

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

7/11 四辻岩屋線舗装本復旧（その３）工事 幾地地内 ４者 西田工業株式会社 2,301 2,012 2,012 87.44 H30/7/20
～ H30/9/28

7/11 堂尻波止場線舗装維持工事 岩滝地内 ４者 株式会社田中工務店 1,585 1,389 1,389 87.63 H30/7/21
～ H30/10/31

7/11 外ガイ線側溝整備（その２）工事 弓木地内 ２者 株式会社山田電気商会 5,276 4,633 4,633 87.81 H30/7/19
～ H30/9/28

7/11 森ノ下広田線道路改良（その６）工事 岩屋地内 ５者 江笠建材株式会社 2,428 2,136 2,420 99.67 H30/7/20
～ H30/10/31

7/11 公共桝設置②工事 男山地内 ４者 安田産業株式会社 2,019 1,770 1,909 94.55 H30/7/20
～ H30/8/31

7/11 中市水路改良工事 加悦地内 ４者 株式会社井田建設 1,976 1,738 1,738 87.96 H30/7/19
～ H30/10/19

7/11 岩屋大門線測量設計業務委託 岩屋地内 15 者 株式会社ユーズ
京丹後営業所 7,624 － 6,770 88.80 H30/7/20

～ H30/11/30

7/11 野田川本線測量設計業務（その３）委託 三河内地内 15 者 株式会社エース
福知山営業所 5,043 － 4,480 88.84 H30/7/19

～ H30/10/31

7/11 男山大坪線測量設計業務委託 男山地内 15 者 株式会社サンワコン 
京都支店 3,704 － 3,300 89.09 H30/7/20

～ H30/10/31

7/11 鞭谷川河川改良工事家屋事前調査業務委託 石川地内 ７者 株式会社エイト日本技
術開発 福知山事務所 3,370 － 3,000 89.02 H30/7/20

～ H30/9/20

7/27 鞭谷川河川改良（その１）工事 石川地内 3 者 石本建設株式会社 37,566 33,441 37,500 99.82 H30/8/4
～ H31/3/29

7/27 岩屋地区ほ場整備工事 岩屋地内 3 者 山城建設株式会社 27,620 24,613 27,000 97.76 H30/8/4
～ H31/1/31

7/27 野田川本線側溝改良（その９）工事 三河内地内 3 者 山城建設株式会社 24,165 21,460 23,900 98.90 H30/8/4
～ H30/12/28

7/27 石川地区面整備①工事 石川地内 2 者 有限会社野口建設 10,046 8,822 8,870 88.29 H30/8/4
～ H30/10/15

7/27 府道宮津野田川線配水移設工事 石川地内 2 者 江笠建材株式会社 1,800 1,592 1,800 100 H30/8/4
～ H30/10/31

7/27 クアハウス岩滝改修工事実施設計業務委託 岩滝地内 4 者 株式会社中村設計北京
都設計室 19,904 － 17,490 87.87 H30/8/3

～ H31/3/31

7/27 小井根井堰河川占用申請書作成業務委託 加悦地内 6 者 株式会社ニコス京都支
店 1,830 － 1,630 89.07 H30/8/4

～ H31/1/31

7/27 与謝野町消防団第 1 分団車庫詰所外装等
改修工事設計業務委託 岩滝地内 2 者 一級建築士事務所浪江

建築事務所 841 － 750 89.18 H30/8/1
～ H30/10/31

7/27 町営三合池団地外装等改修工事設計監理
業務委託 石川地内 2 者 一級建築士事務所浪江

建築事務所 703 － 630 89.62 H30/8/1
～ H30/12/20

問 　総務課 ☎ 43-9010７ 月入札結果
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10/ １（月）まで
固 定 資 産 税　第３期
国民健康保険税　第４期
介 護 保 険 料　第４期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口

　「家屋の新築・増築・取壊し」をされたらご連絡ください 問　税務課　☎ 43-9020 

「家屋」に係る固定資産税は、毎年１月１日から 12 月 31 日までに新築または増築された家屋
に対して、建築した翌年度から課税され、取り壊しをした場合は課税されなくなります。

そのため、12 月末日までに家屋の新築、増築または取り壊しをされた方は、税務課までご連絡
ください。なお新築または増築をされた場合は、家屋評価のため現地での調査を行いますので、調
査に当たってはご協力をお願いします。
■家屋とは？　
　住宅や店舗、作業場、事務所、車庫など（プレハブを含む）の建物

　　　
京都地方税機構丹後地方事務所

問　☎ 0772-68-1041

京都地方税機構では、インターネットオークションにより不動産公売の入札参加の申し込みを受け付けます。
■参 加 申 込 期 間  ９月 28 日（金）午後１時～ 10 月 15 日（月）午後 11 時
■申 込 方 法  「京都地方税機構」のホームページにて申し込みください。

※公売を中止することもあります。
■申込に必要なもの 公売保証金（見積価格の 1 割）、町農業委員会が交付する買受適格証明書（農地のみ）。

※買受適格証明書の交付は、町農業委員会（☎ 43-9023）にお問い合わせください。
■公売予定物件（地目・地積等は公簿上のもの）

番号 所在・地番 地目 地積 見積価格

１

与謝野町字岩滝小字千原 312 番 4
与謝野町字岩滝小字千原 315 番 1
与謝野町字岩滝小字千原 315 番 2
与謝野町字岩滝小字千原 316 番 1

畑
畑
畑
畑

569 ㎡
328 ㎡
480 ㎡
153 ㎡

計 1,530 ㎡

460,000 円

２ 与謝野町字与謝小字一本橋 2904 番 1
持ち分３分の１ 田 1,278 ㎡ 80,000 円

　京都地方税機構　　不動産インターネット公売のお知らせ　　　

■入 札 日  10 月 22 日（月）午後１時～ 10 月 29 日（月）午後 1 時
■買受代金納付期限 11 月５日（月）午後２時

お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

保
育
所
等
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

与
謝
野
町
で
は
、
町
立
保
育
所
（
園
）・
幼

稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
勤
務
を
希
望
さ
れ

る
方
に
あ
ら
か
じ
め
ご
登
録
い
た
だ
き
、
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
仕
事
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。「
資
格
を
活
か
し
て
短

い
時
間
で
も
働
き
た
い
」
な
ど
、
保
育
士
、
保

育
教
諭
と
し
て
の
勤
務
を
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。

職
種　
保
育
士
、
保
育
教
諭

資
格
要
件　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

時
給　
９
４
５
円
（
時
間
帯
等
に
よ
っ
て
変
動

あ
り
）　
※ 

別
途
通
勤
手
当
を
支
給
し
ま
す

勤
務
時
間　
勤
務
時
間
・
日
数
等
に
つ
い
て
は

ご
相
談
に
応
じ
ま
す

募
集
人
数　
若
干
名

登
録
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
子
育
て
応
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

履
歴
書
は
子
育
て
応
援
課
に
あ
る
所
定
用
紙

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　
履
歴
書
、
証
明
写
真
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
）
１
枚
、
保
育
士
証
等
の
写
し

問　
子
育
て
応
援
課
☎
４
３・９
０
２
４

与
謝
野
町
農
商
工
連
携
推
進
事
業
費
補
助
金
の

募
集
に
つ
い
て

与
謝
野
町
で
は
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
飲

食・サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
展
開
（
農
商
工
連
携・

六
次
産
業
化
）
の
う
ち
、
農
産
加
工
品
等
の
販

路
を
開
拓
す
る
た
め
の
事
業
、
移
動
販
売
に
係

る
設
備
等
の
整
備
事
業
（
起
業
・
第
二
創
業
に

よ
る
も
の
）、
移
動
販
売
に
必
要
な
ソ
フ
ト
事

業
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。詳
し
く
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
振
興
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
事
業
者　
与
謝
野
町
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
、
会
社
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
一
般

社
団
法
人
（
公
益
社
団
法
人
を
含
む
）、
社
会

福
祉
法
人
も
し
く
は
一
般
財
団
法
人
（
公
益
財

団
法
人
を
含
む
）
ま
た
は
、
商
工
関
連
団
体
も

し
く
は
観
光
関
連
団
体
等
で
、
町
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

対
象
事
業　
販
路
開
拓
事
業
、
移
動
販
売
設
備

等
整
備
事
業
、
移
動
販
売
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業

問
・
申　

10
月
２
日
（
火
）
正
午
ま
で
に
、

商
工
振
興
課
（
☎
４
３・９
０
１
２
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

与
謝
野
町
で
は
、
公
の
施
設
に
つ
い
て
平
成

31
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
施
設
・
募
集
要
項
等
、
募
集
に
関
す

る
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問　
総
務
課
☎
４
３・９
０
１
０

「
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
壊
し
」
を
さ
れ
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

「
家
屋
」
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
新
築
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
に
対
し
て
、
建
築
し
た
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
、
取
り
壊
し
を
し
た
場
合
は
課

税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
本
年
中
に
、
家
屋
の

新
築
、
増
築
ま
た
は
取
壊
し
を
し
た
方
、
ま
た

は
12
月
末
日
ま
で
に
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
築

ま
た
は
増
築
を
し
た
場
合
は
、
家
屋
評
価
の
た

め
現
地
で
の
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

あ
た
っ
て
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
と
は　
住
宅
や
店
舗
、作
業
場
、事
務
所
、

車
庫
な
ど
（
プ
レ
ハ
ブ
を
含
む
）
の
建
物
を
い

い
ま
す
。

問　
税
務
課
☎
４
３・９
０
２
０

追
加
健
診
（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
）
の
お
知

ら
せ「

健
診
を
申
し
込
む
の
を
忘
れ
て
い
た
」
方

な
ど
を
対
象
に
、
追
加
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
度
最
終
の
健
診
で
す
。
こ
の
機
会
を
逃
さ

ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
31
日
（
水
）
午
前
８
時
半
～
11
時

15
分
（
午
前
中
の
み
）

場
所　
元
気
館

内
容　
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
／
結

核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん

検
診
／
前
立
腺
が
ん
検
診　
※ 

肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
／
乳
が
ん
検
診
／
子
宮
が
ん
検
診
／
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

申　
《
今
年
度
の
健
診
の
申
込
書
を
出
し
て
お

ら
れ
な
い
方
》　
希
望
さ
れ
る
健
診
に
○
を
つ

け
て
、
最
寄
り
の
庁
舎
へ
提
出
く
だ
さ
い
。　

※ 

申
込
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し

ま
す
。加
悦
庁
舎
保
健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
申
し
込
み
を
し
て
い
た
が
、
健
診
に
行
く
の

を
忘
れ
た
方
》　
お
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
そ
の
際
に
健
診
項
目
を
追
加
さ
れ

る
場
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
締
切　
10
月
２
日
（
火
）
正
午
ま
で

問　
保
健
課
☎
４
３・９
０
２
２

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
よ
さ
の
２
０
１
８
」
を

開
催
し
ま
す

普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
る
方
も
、
そ
う
で
な

い
方
も
、
こ
れ
を
機
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
８
日
（
祝
）
午
前
８
時
半
受
付
開

始
～
午
後
４
時

場
所　
岩
滝
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

内
容　
ス
ポ
ー
ツ
番
付
、
卓
球
バ
レ
ー
、
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
等

問
・
申　
９
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
、
教
育
委

員
会
ま
た
は
中
央
公
民
館
、
岩
滝
体
育
館
に
あ

る
申
し
込
み
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
社
会
教
育
課
（
☎
４
３・９
０
２
６
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
４
３・
２
１
９
４
）
へ
の
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
、
こ
の
日

か
ら
16
日
ま
で
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
自
殺

は
個
人
の
心
の
弱
さ
が
引
き
起
こ
す
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
あ
い
、

誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま
追
い
こ
ま
れ
た
末

に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
人
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
あ
な
た
の

身
近
な
人
に
小
さ
な
変
化
が
な
い
か
気
を
配
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
ら
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
き
、
専
門
機
関
へ

の
相
談
や
病
院
へ
の
受
診
を
す
す
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
気
づ
き
が
「
自
殺
の
な
い
、
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

相
談
窓
口　
京
都
府
丹
後
保
健
所
福
祉
室　

☎
０
７
７
２・６
２・４
３
０
２
（
心
の
健
康
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
）

そ
の
他　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」（https://

fishbow
lindex.jp/yosano/dem

o/
index.pl

）
で
は
あ
な
た
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

地
震
に
つ
よ
い
木
造
住
宅
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
つ
よ
い
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
与
謝

野
町
で
は
、
木
造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
の
た

め
、
今
年
度
も
耐
震
診
断
士
派
遣
、
簡
易
な
耐

震
改
修
費
補
助
お
よ
び
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

費
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
完

成
し
て
い
る
木
造
住
宅

《
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
費
補
助
》

補
助
内
容　
自
己
負
担
３
０
０
０
円
（
１
戸
当

た
り
）
で
京
都
府
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派

遣
し
ま
す
。

《
木
造
住
宅
の
簡
易
な
耐
震
改
修
費
助
成
》

補
助
内
容　
簡
易
な
耐
震
改
修(

設
計･

工
事)

に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３(

上
限
30
万
円)

を
補
助
。

注
意　
設
計･

工
事
着
手
後
や
設
計
事
務
所
・

工
務
店
等
と
の
契
約
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

《
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
費
補
助
》

補
助
内
容　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
に
要
し
た

費
用
の
４
分
の
３(

上
限
30
万
円)

を
補
助
。

注
意　
設
計･

工
事
着
手
後
や
設
計
事
務
所
・

工
務
店
等
と
の
契
約
後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
居
住
者
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
に
係
わ
る
耐
震
改
修
促
進
税
制
に
つ
い
て

改
修
内
容
に
よ
っ
て
は
所
得
税
の
特
別
控

除
、
固
定
資
産
税
の
減
税
措
置
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申　
い
ず
れ
の
補
助
も
現
在
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
先
着
順
）。
希
望
者

は
建
設
課
（
☎
４
３・９
０
１
４
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

吉
田
類
さ
ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

日
時　
10
月
22
日
（
月
）
午
前
10
時
半
～
正
午

※ 

終
了
後
午
後
１
時
ま
で
試
飲
会
（
伊
根
町
・

向
井
酒
造
）

場
所　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

講
師　
吉
田
類
氏（
酒
場
詩
人
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）

定
員　
１
０
０
人　
※ 

参
加
費
無
料

申　
９
月
21
日（
金
）午
後
５
時
ま
で
に
厚
生
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kyoto-
koseikai.or.jp

）か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

☎
０
７
５・４
１
１・０
０
８
１

15　広報よさの SEPTEMBER 2018 14

「平成 30 年７月豪雨災害義援金」の受け入れについて
平成 30 年台風第７号および前線等に伴う大雨被害に

より、西日本を中心に甚大な被害が生じました。この災

害で被災された方々を支援するため、各庁舎に義援金箱

を設置しました。被災地の早期復旧と被災地での皆さん

を少しでも勇気づけるため、義援金へのご協力をお願い

します。

詳細は広報よさの８月号のお知らせページをご確認く

ださい。　　　　　　　　　　　　 福祉課　☎ 43-9021問
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まちの 話題 お届けします

宮津市からフラッグを引き継いだ山添町長と塩見教育長

●東京 2020 オリンピック・パラリンピックフラッグツアー

東京 2020 大会まであと２年！
オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグ

（以下、「フラッグ」）を目にしてもらうことで、２年
後に控えた東京オリンピック・パラリンピックへの参
画、応援を促すことを目的に、８月８日、役場加悦庁
舎において「東京 2020 オリンピック・パラリンピッ
クフラッグツアー」が行われました。この日は、全国
各地をまわるフラッグが宮津市から与謝野町に引き渡
され、フラッグは加悦庁舎に展示された後、翌日９日
には、京丹後市にフラッグを引き継ぎました。

●夏休み少年少女エコ体験ツアー

小学生が阿蘇海で水質調査！
8 月 21 日に岩滝保健センターと阿蘇海を会場に、

楽しみながら自然の恵みを学ぶ「夏休み少年少女エコ
体験ツアー」が開催されました。丹後２市２町の小学
４年生から６年生の 24 人が参加し、遊覧船に乗り阿
蘇海の水質調査を行っ
たほか、水中ドローン
を使った阿蘇海の水中
観察、ペットボトルを
使った風力発電機の工
作体験などが行われま
した。

特殊な器具を使い、阿蘇海海底の水質を調査。海底の水だ
けを採取できる器具の仕組みに子どもたちは興味津々。

昇降機に乗り高く育ったホップを摘み取る参加者

●与謝野ホップ収穫体験 & ランチビュッフェツアー

ビールの原料「ホップ」を収穫！
7 月 14 日と 8 月 11 日に、与謝野ホップ収穫体験

& ランチビュッフェツアーが開催されました。
町内外から計 39 人が参加し、参加者は金屋地区ほ

場のホップ畑でホップの収穫、収穫後はリフレかやの
里でお風呂で疲れを癒し、レストランでは与謝野町産
などの食材を活用したランチを満喫しました。

ホップ収穫体験では、参加者は乾燥した収穫時の
ホップを探し、ホップ畑で栽培する 7 種類のホップ
のうちカスケードとチヌークの 2 種類のホップを摘
み取りました。

上／田園花火が与謝野を彩りました
下／模擬店も並び会場には多くの人が訪れました

●与謝野田園花火～与謝野魂に火を灯せ～

大輪の花火が田んぼから打ち上がる
８月 11 日、野田川わーくぱる周辺を会場に与謝野

町商工会青年部
主催の夏祭り「与
謝野田園花火」が
開催されました。
ヒーローショー
や糸巻きランプ
作 り 体 験、 京 の
豆っこ米を計量
するゲームなど
が行われ会場は
にぎわいをみせ
ました。

夜 に は 田 ん ぼ
か ら 約 1,000 発
の花火が打ち上
げ ら れ、 夏 祭 り
のフィナーレを
飾りました。

水
中
ド
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ー
ン
の
操
作
を
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！


